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東京大学に潜入！リサーチキャンパスに参加しました

5月31日、あいにくの雨のなか、東京大学の
駒場キャンパスに宿泊研修明けの1年生の7人が
行ってきました。
目的はこちら↓（https://komaba-oh.jp/）
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2025年５月31日 場所：東京大学駒場キャンパス

東大の先端科学技術研究センターと生産技術研究所のオープンキャンパスに行きました。手続きをすれば
誰でも公開されている研究室を見学できる日となっており、研究員の方が説明をしてくれます。ときには
「今、日本語で説明できる人がいないので、英語でもいいですか？」という声も！豊かな国際性に圧倒されまし
た。構内は自由見学だよと伝えておいたので、生徒たちは興味のある研究室へ直行していました。そのため
見学中の写真はありません。科学技術に興味のある生徒たち、行動力が抜群でした。解散前に集合し感想を
聞くと、指の毛細血管から健康状態を探る研究、水中ドローンで南極の海の底を調べる研究が面白かったと
いう声があがりました。本校の創造理数科は、東京大学生産技術研究所次世代育成オフィスと連携し、探究
の授業を行っています。
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SSH活動レポート：SS科学技術実践・創造理数探究実践

SSH宿泊研修事前学習
2025年5月23日 場所：1学年教室

5月23日、1学年では「SS科学技術実践」および「創造理数探究実践」の
授業の一環として、SSH宿泊研修に向けた事前学習を実施しました。宿泊
研修では、茨城県つくば市を訪問し、JAXAやJICA筑波センターなどの先端
的な研究・展示施設を1泊2日で見学します。それに先立ち、生徒は見学先
の施設について事前に調べ、スライドにまとめて発表を行う学習を行いま

した。事前学習では、「見る人が理解しやすいスライドを作成す
ること」「自分の言葉で、相手の様子を見ながら説明するこ
と」の2点を目的として掲げました。

生徒たちは、担当する施設を決め、それぞれが1枚のスライドに情報を要
約し、視覚的にも分かりやすくなるように工夫しました。特に、高校生に
は馴染みの薄い専門用語が登場することから、それぞれのスライドには重
要な単語の意味を解説する欄を設け、聞き手が理解しやすいよう配慮しま
した。
スライド作成を通じて、生徒は情報を調べる力だけでなく、それを自ら

理解し、他者に分かりやすく伝える表現力の大切さを実感しました。例え
ば、「海外協力隊」や「Eーディフェンス」などの専門的な語句を、丁寧に
解説できるよう準備することで、内容の理解が一層深まりました。
発表当日は、生徒同士がグループを組み、各自が作成したスライドを1分

間で発表しました。発表中は、聞き手の反応を見ながら説明を調整するこ
とが求められましたが、実際には話すことに集中しすぎてしまい、聞き手
の表情を見逃す場面も見られました。また、重要な単語の説明を発表の最
後にまとめて話す生徒も多く、適切なタイミングでの補足説明が課題とな
りました。
このような事前学習の経験は、SSH宿泊研修後の事後学習に活かされる

予定です。事後学習では、実際に訪問した施設で得た学びや気づきをもと
に発表を行い、発表後には質疑応答の時間も設けられます。今回の課題点
を丁寧にフィードバックし、次回の発表に生かしていきたいと考えていま
す。
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発表の様子1
高校生活初めての定期考査最
終日の発表会でしたが、しっ
かりと準備を重ね発表するこ
とができました。iPadでのス
ライドの投影も問題なくでき
ていました。

発表の様子2
聞き手は発表者のスライドを
見ながら発表を聞きました。
発表を聞くことは、自分の発
表内容の改善にもつながりま
す。

生徒が作成したスライド

写真使用の許可が
ないため掲載不可

スライド作成、発表の力をつけます！



SSH活動レポート：SS科学技術実践・創造理数探究実践

SSH宿泊研修を行いました
2025年5月29日～30日 場所：茨城県つくば市各所

5月29日～30日、1学年では「SS科学技術実践」および「創造理数探究実践」の授業の一環として、
SSH宿泊研修を実施しました。1泊2日で、茨城県つくば市を訪問し、各クラスごとに展示施設や研究所

で研修を行いました。訪問先はなんと12か所！

訪問先の施設一覧
①筑波実験植物園 ② 食と農の科学館 ③ 筑波大学 ④つくばエキスポセンター
⑤防災科学技術研究所（NIED） ⑥国際農林水産業研究センター（JIRCAS）
⑦高エネルギー加速研究機構（KEK） ⑧AIST-Cube ⑨ 地質標本館 ⑩地図と測量の科学館
⑪ JICA筑波 ⑫JAXA筑波宇宙センター

施設見学後は、宿泊施設で1日の振り返りを行いました。振り返りでは印象に残った3施設について、
100文字で記述しました。

生徒の振り返り（一部抜粋）

訪問先：防災科学技術研究所
振り返り：E-ディフェンスなどの人工的に地震を起こすことのできる装置を使って建物の耐震性などを

確かめるなどの地震対策をしていた。地震を観測する装置（水中）が東日本大震災の後から
増えていることがわかった。さらに、現在は南海トラフ地震の観測を目的として、南海トラ
フ側にも水中の地震を観測する装置の設置をしていることを知った。

訪問先：JAXA筑波宇宙センター
振り返り：筑波宇宙センターでは主にISSについて学びました。特に印象に残ったのは無重力空間にお

けるマウスの骨密度の変化の実験です。マウスだけでなく人間も無重力空間では骨がスカス
カになることを聞いて宇宙の恐ろしさを感じました。

訪問先： AIST-Cube
振り返り：特に気になったのは、水素バッテリーです。今実用化されている水素バッテリーは、水素が

空気中の酸素に触れることが原因の爆発などの危険性があります。そこで、産業技術総合研
究所では、TiFe合金（水素吸蔵合金）を使用したバッテリーの開発がされていて、実際に会
社のビルで試験運用されていて、さらなる運用が期待されているとのことでした。-1-

見学の様子 ＠つくばエキスポセンター

見学の様子 ＠地質標本館

専門的な研究施設をめぐる2日間！



SSH活動レポート：SS科学技術実践・創造理数探究実践

SSH宿泊研修事後学習
2025年6月4日 場所：1学年教室

6月4日、1学年では「SS科学技術実践」および「創造理数探究実践」の授

業の一環として、SSH宿泊研修の事後学習を実施しました。
5月の宿泊研修では、茨城県つくば市にある研究施設などを12か所見学し

ました。研修終了後、撮影した写真を活用し、事前学習と同様にスライドを
作成しました。
事後学習の発表では、スライドを用いて1人1分のプレゼンテーションを実

施し、その後質疑応答を行いました。宿泊研修期間中、訪問先の施設で積極
的に質問する生徒がいる一方で、質問がほとんど出ない場面も何度か見られ

ました。そこで、質問を考えながら発表を聞く力を養うことを目指しま
した。
発表ではスライドを活用した丁寧な説明ができました。また、他の生徒の

スライドや発表を聞くことで、自身の取り組みを振り返る機会にもなりまし

た。本校は学校内外問わず、発表の機会が多い学校です。これからの学
校行事でも今回と同様の事前学習・事後学習を行うため、それまでにスライ
ド作成と発表の技術をさらに向上させていきましょう。
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発表の様子1

生徒が作成したスライド2

発表の様子2

生徒が作成したスライド1



フィールドワーク

尾瀬フィールドワーク事前学習
2025年7月7日 場所：講義室

尾瀬を学び、感じるフィールドワークの第一歩
科学技術高校では毎年8月に希望者を募り、尾瀬フィールドワークを行っています。毎年

定員を超えるほどの人気行事です。7月7日、フィールドワークに向けた事前学習を行いま
した。
尾瀬は、福島県・栃木県・群馬県・新潟県の4県にまたがる、標高約1,400メートルの広

大な高原盆地です。湿原や木道、透き通る川、そして可憐に咲くミズバショウなど、尾瀬で
しか見ることのできない自然の美しさと、生命の営みがあります。
今回の事前学習では、「歴史」「鳥」「花」「環境保全」などのテーマを生徒に割り振り、

それぞれが調べた内容をパワーポイントにまとめて発表しました。教員による尾瀬の概要説
明の後、一人ひとりが工夫を凝らしたスライドを使い、堂々と発表を行いました。特に、ミ
ズバショウやニッコウキスゲといった尾瀬特有の植物についての発表では、美しい写真や図
を交えた説明に、皆が引き込まれるように耳を傾けていました。発表後には質疑応答の時間
が設けられ、参加者全員で尾瀬への理解をより深めることができました。
振り返りでは多くの生徒が、「調べ学習を通して尾瀬の自然の奥深さを知った」「鳥の鳴

き声や湿原の風景を実際に見てみたい」と語っていました。現地での体験がますます楽しみ
になる、充実した学びの時間となりました。
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探究や外部発表でプレゼン能力は鍛えられています

平滑の滝 池塘（水がたまった小さな池）



SS科学技術実践・創造理数探究実践

SSH宿泊研修事後学習振り返り
2025年7月11日 場所：視聴覚室

7月11日、1年生の「SS科学技術実践」および「創造理数探究実践」の授業の一環として、SSH宿泊研修の事後学習で生徒が行った振り返りのフィー

ドバックを行いました。今回の授業では、「より解像度の高い文章を書くにはどうすればよいか」をテーマに学びを深め、「低解像度

な文章：抽象的、曖昧、一面的」から「高解像度な文章：具体的、論理的、多角的」にするにはどうしたらよいかを考えていきました。

本校は学習活動の中で、レポートを書いたり、ポスターを作り発表することが1年生からはじまります。1年次か

らこのような視点をもって文章を書く力を身に付け、生徒一人ひとりが思考をより的確に表現できるようになることを目指しています。
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講義の様子

9月14日（日）四葉祭
SSH生徒交流会を実施し、高校
生がポスター発表を行います。
探究・研究の成果をぜひご覧く
ださい。また午後は探究ワーク
ショップを行います。どなたで
も参加可能ですので、本校の探
究の授業を、ぜひ体験してみて
ください。



東京大学生産技術研究所 大島まり教授

創造理数科対象 講演会 ～STEAM教育のすゝめ～
2025年７月14日 場所：都立科学技術高校 視聴覚室

大島教授による、講演会を実施しました

1学年創造理数科の生徒を対象として、STEAM教育及び最先
端の研究についてご講演いただきました。
講演前半は「2050年 世界はどうなっているでしょうか」

という問いから始まり、社会と理科・科学技術とのつながりや
学ぶ領域が広がっていることなどについてお話しいただきまし
た。後半は、大島教授の研究領域「生体流体の機構解明」につ
いてお話しいただきました。研究の動機、社会背景、さらにシ
ミュレーションやAIの活用について学ぶことができ、これから
はじまる研究活動への意欲も高まりました。

8月には東大生産技術研究所の訪問も行います。生徒のみな
さんの関心がさらに広がることを期待しています。

メモを取りながら集中して聴いていました

質問が止まらない

質疑応答
講演後の質疑応答では、

「大島先生の研究では、
社会科の授業とどのよう
な関連性がありますか」
「AIを活用する際、どの
程度のデータ量を機械学
習させたのですか」など、
質問が次々と出てきまし
た。
講演会終了後も、大島

先生に直接質問をしに行
く生徒たちが何人もいま
した。
入学して3か月、1学

期の探究活動を経て、質
問が活発にできるように
なった生徒の成長も感じ
られました。



SSH活動レポート

サイエンス・ダイアログ
2025年7月18日 場所：本校講義室、視聴覚室、サイエンス・スクエア

外国人研究者の講義を英語で聴き、研究への関心を深める
7月18日、1学年全員を対象にしたサイエンス・ダイアログを行いました。化学・情

報学・動物系科学の3つの講義から自分の興味に合ったものを選び、英語による講義を
傾聴しました。講義の後の質疑応答では多くの生徒が活発に質問している様子が見られ
ました。専門的な内容ではありましたが、理解をしようとする前向きな姿勢が印象的で
した。
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ボランティア活動

清掃ボランティア
2025年7月19日 場所：葛西臨海公園・葛西海浜公園

7月19日、葛西臨海公園及び葛西海浜公園にて清掃活動を実施しました。今回参加したのは、

日本財団・総合海洋政策本部・国土交通省が主導する「海と日本PROJECT」の一つ、「地球
をキレイにする高校生応援プロジェクト」です。

本校には、海辺や公園をフィールドに研究を進めている生徒が多くいます。その表れでしょ

うか、校内で募集したところ45名の生徒が集まりました。環境や生き物に関心がある生徒た

ちが、清掃活動を通してより一層、地域環境への関心と責任感を持つことができた一日となり
ました。
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清掃活動の様子 ＠葛西海浜公園

自分たちの行動が地域や地球の未来につながる



創造理数探究実践・SS科学技術実践 活動レポート

1学年プレゼンテーション研修
2025年７月24日 場所：日本科学未来館

日本科学未来館でプレゼンテーション研修を行いました！
夏休みに入って1週間たった7月24日、1年生が日本科学未来館でプレゼンテーショ

ン研修を行いました。この活動は毎年1年生が行っている本校の恒例行事です。
事前学習ではプレゼンする展示物を決め、当日は見学後、クラスを越えて5～6人の

班を作り、プレゼン、質疑応答を行います。班員からの評価シートを基にさらにブ
ラッシュアップして2回目のプレゼンに挑みます。短い時間で見学したことをポスター
にまとめ、プレゼン資料を作ることはとても難しく、苦労している生徒もいました。

これから多くの発表の機会がある1年生にとって、知らない人の前で発表す
ること、わかりやすい言葉で話すこと、質疑応答の難しさは大きな学

びになったと思います。質問に答えられなかったことを忘れず、展示室でもう一度見
て帰ろうと学年の先生からのお話もありました。2学期以降も授業、行事、外部の発表
会の機会を大切にして、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を高めて
いきましょう！

▼ポスター制作中

▼真剣に発表し、真剣に聞く！



フィールドワーク

尾瀬フィールドワーク
2025年8月2日～8月4日 場所：尾瀬国立公園

尾瀬を学び、感じる3日間
本校では様々な研修、フィールドワークを通して、自ら体験し、考える力

を伸ばしています。8月2日から8月4日にかけて、尾瀬フィールドワークを実
施しました。尾瀬は、福島県・栃木県・群馬県・新潟県の4県にまたがる、標
高約1,400メートルの広大な高原盆地です。2泊3日の行程で、尾瀬の環境保
全に取り組む東京パワーテクノロジー株式会社のガイドさんから、尾瀬特有
の動植物や環境、環境保全の取り組みとその難しさについて学びました。

1日目は尾瀬戸倉の森で、夜行性のヤマネが寝ている巣箱を一つ一つ確認す
る調査を行いました。見つかりにくいと言われているヤマネですが、最初の
調査でいきなり巣箱で眠る姿を観察できました。ヤマネ調査を終えた後は、
尾瀬ヶ原を散策し、モウセンゴケやアカハライモリなどの普段なかなか見ら
れない動植物、地形、木道、環境保全の工夫について、実物を間近で観察し
ながら学びました。

2日目は早朝から散策を行い、幻想的な風景を楽しみました。日中は竜宮や
平滑の滝などの名所を巡り、夜には鹿の頭数調査方法の一つである「ライト
センサス調査」を体験しました。これは、ライトが鹿の目に当たったときの
反射光を利用して頭数を調べる方法で、実際に数頭の鹿を発見することがで
きました。

3日目は研究見本園を見学し、多様な植物や環境管理の取り組みについて理
解を深めました。

3日間を通して、尾瀬の豊かな自然と、それを守るために尽力する人々の努
力を肌で感じることができました。

アカハライモリ（生徒撮影）早朝散策 モウセンゴケ（生徒撮影）ヤマネの観察



SSH活動レポート

グローバルスタディーズプログラム
2025年８月21-23日

3日間英語漬けで過ごすプログラム
夏休みの3日間、本校でグローバルスタディーズプログラムを実施しました。5～6人のグループに

外国人の留学生が1人つき、英語でコミュニケーションを図りました。自己紹介や質問だけにとどま
らず、グループ内でプレゼンテーションやディスカッションを行い、英語力を磨きながら自分の考え
を伝える良い機会となりました。また、最終日には1人ずつプレゼンテーションを行いました。原稿
を見ずに身振り手振りやアイコンタクトを用いながら、参加した動機や将来の夢について発表しまし
た。参加した生徒は「国によって英語の発音に違いがあることを体感できた。」「楽しかった！」
「英語で何を言っているのかがだんだんわかってきた。」等、ポジティブな感想を話してくれました。

-1-


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

